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ＪＲ東労組  業務部

ＪＲ東労組は、2009 年１0 ⽉２９⽇の提案以降、職場議論と団体交渉をおこない、安全を基礎にして、技術継承が
ＪＲ本体において確実におこなえる体制の実現を⽬指してきました。

6 ⽉ 19 ⽇、「機動班業務」や「ホーム検査を主とする駅派出」を委託しないとする「グループ会社と⼀体となった業
務体制のさらなる推進について（修正）」を会社から引き出しました。この事は、職場実態を踏まえ全組合員と議論した
結果として、勝ち取った成果であるといえます。今後は、各地本・⽀社間の議論に向けて、議事録確認を⾏い判断する
こととします。

委託可能な業務について             
◆⾞両センター、総合⾞両センター
【当初提案】
①仕業検査業務

②機動班業務

③駅派出業務（首都圏のホーム検査を専門に行う駅派出を除く。）

④信号業務（直接、本線運行に関わらない車両センター等の構内に限る。）

⑤ホームでの分割・併合業務

⑥資材、倉庫関係業務（新幹線車両に関わる業務を含む。）

★機動班業務、ホーム検査をメインとする駅派出業務について、技術力を維持・継承するために委託しないことにしました！

構内計画業務の検証について            
構内計画業務の委託予定箇所については、1年後に委託することとする
なお、業務の切り分けができない 21箇所については、委託することにより⾮効率となるため委託しない

★業務の切り分けができない 21 職場は委託しないこととし、委託にあたって業務の持ち替えが必要な３６職場については、1 年間の検証をおこなった上で、業

務委託の可否を判断することとしました！

【修正提案】
①仕業検査業務
②駅派出業務（定例業務として仕業検査業務や⼊換業務を⾏なって

いる駅派出に限る。）
③信号業務（直接、本線運⾏に関わらない⾞両センター等の構内に

限る。）
④ホームでの分割・併合業務
⑤資材、倉庫関係業務（新幹線⾞両に関わる業務を含む。）

　管理者 　 事務 　作業責任者

　技術管理 検修当直 　倉庫 資材

　機能保全 機動班 　交番検査（旧系列） 　臨時修繕の一部

　交番検査（新系列車両導入予定箇所） 　仕業検査

　駅派出（仕業検査・入換業務を行なっている駅派出）

　交番検査（旧系列） 上回り検査

　消耗品取替 車輪削正

　ＡＴＣ・ＡＴＳ特性検査 事故復旧業務

　分割・併合

　信号（構内取扱のみ）

　信号（本線に直結するもの） 　構内入換・誘導

　特殊な車両移動等

定期検査

　※具体的には地方提案。なお、それぞれの箇所の特情を踏まえ、地方で個別

 　  に議論をおこなう

　パンタグラフ修繕（在来線）

　構内車両移動

　空気圧縮機修繕（在来線）
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　塗装業務

臨時修繕 定期検査 臨時修繕

　構内計画（業務の切り分けができない２１職場は委託しない、残りの職場は

               １年間の検証をおこない、委託の判断をおこなう）

～～～～～～～～～～～

東労組の裏切り妥結 弾劾！
◉東労組は全面外注化について完全に認めた

▼実際には全面外注化しか意味しない妥結を
「修正提案」「成果」と言いなす東労組「業務部速報」

　下の「業務部速報」を見て下さい。ＪＲ東労

組は６月１９日、検修構内業務の全面外注化に

ついての「修正提案」を妥結しました。

　「グループ会社と一体となった業務体制のさ

らなる推進（修正）」とは、要するに一部は修

正するが、鉄道業務を丸ごと外注化する基本路

線そのものは変わらないということです。

　「機動判業務・駅派出の一部を本体に残す」

と言ってますが、会社は「将来にわたって委託

しないということではない」と明言しています。

　「構内計画業務の１年間の検証」は１年かけ

て外注化を準備することしか意味しません。

　これらは修正でも何でもない。一部修正の形

をとって現場をごまかすことだけが目的の偽装

修正です。

　東労組本部は、こんなインチキを「勝ち取っ

た成果」などと言って、外注化を自ら推進しよ

ういうのです。逆に言えば組合の協力がなけれ

ば外注化はできないのです。現場から反対の声

を上げれば阻止できます。これからです。

～～～～～～～


